
 

 

 

 

苫小牧港利用促進協議会主催講 

           講師 
北海道大学 

名誉教授 
 

佐藤 馨一 氏 
 

 

略 歴  

昭和４２年３月  北海道大学工学部土木工学科卒業 

昭和４２年４月  建設省入省 北海道開発局土木試験所出向 

昭和４８年４月  小樽開発建設部小樽道路事務所へ配置換え 

昭和４８年４月  文部省へ出向 北海道大学工学部土木工学科 

助手 

昭和６０年９月  北海道大学工学部土木工学科 助教授  

平成４年４月   北海道大学工学部土木工学科 教授 

平成９年４月   北海道大学大学院工学研究科都市環境工学

専攻 教授 

平成２０年３月  北海道大学を定年退職 

平成２０年４月  北海商科大学商学部 教授 

 

受 賞 歴 

平成２０年２月  北海道科学技術賞 

平成２５年１１月 札幌市市政功労者賞 

 

公 職   

・函館税関モニター                  

・石狩湾新港地方港湾審議会委員                    

・(株)丘珠空港ビル 監査役            

・東日本高速道路(株)入札監視委員会委員  

 

苫小牧港管理組合 

設立５０周年記念 

講演概要 

苫小牧港が開港から５０周年を迎えました。この間、苦難の時期もありましたが、苫小牧港の貨物取扱量は増大し、勇払原野に

港をつくるという大志は見事な花を咲かせました。しかし今後の５０年はさらなる苦難が予測されます。北海道の人口は減少し、ＴＰ

Ｐの締結によって農産物の生産は大幅に伸びないことが予想されます。また、苫小牧港管理組合が設立後半世紀の節目を迎えた

中で、苫小牧港はいかにあるべきか、５０年後の将来を語ります。 

 

 


